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NPO法人の基礎知識から各庁への提出書類作成事務、雇用手続きと給与計算など、NPO法人に必要な

さまざまな事務手続きについてテーマごとに細かく学ぶことができるおすすめのセミナーです。事務力

アップは、経費の節減や事業の拡大につながる重要なポイントです。複数で参加して、組織全体のスキ

ルアップにつなげましょう！ 

 開催月日 
（隔週水曜日） 

テーマ 内容 

１ １０月１日 NPO法人の基礎 NPO法人の言葉の意味と取り巻く状況、運営のコツについて 

２ １０月１５日 所轄庁の手続き 事業報告、決算、役員変更など所轄庁での手続き事務について 

３ １０月２９日 登記の手続き 残余財産、役員変更などの法務局での登記手続きについて 

４ １１月１２日 情報の開示と発信 情報開示や情報発信の方法や公益ポータルサイトの活用について 

５ １１月２６日 雇用手続と給与計算 アルバイト、パートから正規職員までの雇用の手続きについて 

６ １２月１０日 会計と決算 日々の会計と決算書の作成について 

※時間はいずれも１３：３０～１６：３０ 

松江合同庁舎６階会議室（松江市東津田１７４１－１） 

【講座１・４】 

石原 達也 氏（特定非営利活動法人岡山NPOセンター理事） 

【講座２・３・５・６】 

加藤 彰子 氏 

（特定非営利活動法人岡山NPOセンター事務局員、NPO事務支援センター長） 

各３０名 
NPO 法人で事務を担当するスタッフの方、これからス

タッフになろうとする方、そのほか運営に関わる方 

（公財）ふるさと島根定住財団  地域活動支援課 

TEL:０８５２－２８－０６９０ 

 

６回のセミナーで学んだことの確認 

として、事務力検定も開催いたします。

詳しくはコチラ 

⇒ http://shimane.canpan.info/ 



※アイコンの説明 

日にち  時間  場所  定員  費用  主催  期日  助成金額  対象  問合せ先 

 

 

 
 
Panasonic NPOサポート ファンド  
２０１４年募集 環境分野助成事業 

～７／３１（木） 
 
 
 
 
再生可能エネルギーによる 
地域活性化モデル事業 

～７／３１（木） 
 
 
 
 
 
（公財）おぎゃー献金 

８／１（金）～１１／３０（日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
第２０回出雲総合芸術文化祭  

ワンコインコンサート ～Ｖｏｌ．３～  

スサノオの里キッズ＆ファミリーコンサート  

夕涼みコンサート 
８／３（日） １６：００～１７：００ 

地球温暖化防止、循環型社会形成、森林保全・緑化、野生生物保護、

大気・水・土壌環境保全、環境保全型農業等の活動に対する助成です。

環境問題に取り組み、強い市民社会の創造を目指す NPO/NGO（NPO 法

人・任意団体・財団法人・社団法人など） 

１団体あたり上限２００万円 

NPO 法人地球と未来の環境基金  

Panasonic NPO サポートファンド【環境分野】協働事務局  

担当：美濃部・木村 Tel：０３-５２９８-６６４４ 

http://www.eco-future.net 

県内の自治会、NPO 法人、商店街振興組合等で実施される再生可能エネ

ルギーを活用した地域活性化のモデルとなる取り組みを募集します。 

このモデル事業に県と合同で取り組んでいただく、市町村（浜田市、益田市、雲南市、海

士町、知夫村）で県内に主たる事務所等を設置している法人。 

１件あたり上限５００万円 

島根県地域振興部 地域政策課 地域エネルギーグループ 担当：大畑 

Tel：０８５２－２２－６７１３ http://www.pref.shimane.lg.jp/chiikiseisaku/ 

心身障がい児施設等を設置・運営する法人等へ、施設整備費や備品等の

購入。また、心身障がいの予防、療育等に関する研究に対する助成です。 

心身障がい児通園事業関係施設、知的障がい児施設、肢体不自由児通

園施設など。  １施設あたり限度額５００万円 

（公財）日母おぎゃー献金基金事務局 Tel：０３－３２６９－４７８７  

http://www.ogyaa.or.jp/achivements/subsidy.html 

 

この時季にちなんだ童謡からクラシックまで、楽しいひとときを涼しいホール

でお楽しみください。 

スサノオホール（出雲市佐田町反辺 1747-6）    

小学生以上５００円  

NPO法人スサノオの風  

Tel：０８５３-８４-０８３３ 

http://susanoo-kaze.jp 

飯南町の森へ行こう！ 

山で食べよう！山で楽しもう！第６回  

８／１０（日）１０：００～１４：００ 

 

第２回 さんさん講演会 

「自閉症スペクトラムへの支援 

～成人期～」 

９／７（日）１０：００～１６：００ 

 

 

 

第１２回 オーライ！ニッポン大賞  

～９／１２（金） 

 

 

 

 

夏野菜のパスタを手作りトマトソースでいただきます。また、木の枝工作や森

林空間を楽しむネイチャーゲームをします。 

 飯南町来島公民館 受付９：３０～   1,000円  １５人  

 ＮＰＯ法人もりふれ倶楽部 Tel：０８５２-６６-３５８６ 

http://www.morifure.jp/  

川崎医療短期大学 医療保育学科の重松孝治講師による、成人期における自閉症

スペクトラムへの支援についての講演です。どなたでも参加できます。 

出雲市立平田図書館 ２F視聴覚ホール（出雲市平田町2110-1） 

 １００人（要申込）  2,000円 

  認定ＮＰＯ法人 療育センター燦々 Tel：０８５３-６３-５６０４ 

 
 
① オーライ！ニッポン大賞 （団体・個人） 
都市と農山漁村の共生・対流に関する優れた取り組み 
・グランプリ（内閣総理大臣賞・申請予定） １件 副賞２０万円相当 
・オーライ！ニッポン大賞 ３件程度 副賞５万円相当 
・審査員会長賞 ５件程度 副賞３万円相当 
② オーライ！ニッポン ライフスタイル賞（個人） 
UJI ターンで都市部から移住するなどし、農山漁村地域で魅力的なライ
フスタイルを実践している個人  

 ・３件程度 副賞３万円相当 
 オーライ！ニッポン大賞事務局 Tel：０３-４３３５-１９８５ 
http://www.kouryu.or.jp/ohrai/a51k290000007vx0.html 

  



  

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  
  
   

このコーナーは、数字をもとに島根県の 
NPOについて知っていただくコーナーです。

 NPO 法人が活動できる範囲は NPO 法で２０種類の分

野に限定されており、NPO 法人は定款で活動分野を特定

しなければなりません。 

 左図は県内NPOの活動分野となっていますが、「保健、

医療、福祉」と「まちづくり」が１７６、次いで「社会教

育」が１３６となっています。内閣府が公表している全国

調査でも、同じく「保健、医療、福祉」が最も多くなって

いますが、島根県では「まちづくり」が全国に比べると高

い割合となっています。なお、最も多い「保健、医療、福

祉」を細分化してみると、障がい者支援の割合が高く、次

いで高齢者福祉となっています。 

 同じ分野で活動されている法人であっても、行っている

事業はさまざまであり、同じ目標に向かい法人ごとの違っ

たアプローチで活動を行っています。活動もそれぞれ特徴

があり、他の法人が行っている事業に目を向けてみること

で、新たな発見があるかもしれません。 

   

【申込・問い合わせ】 
(公財)ふるさと島根定住財団 
地域活動支援課 ℡：0852-28-0690 
定住財団ホームページから申し込みもできます。
URL   http://www.teiju.or.jp/local/ 

参加団体         助成制度 

島根県社会福祉協議会  しまねいきいきファンド助成制度 

しまね文化振興財団   公益信託しまね文化ファンド 

ふるさと島根定住財団   地域づくり応援助成金 

助成金制度が一度にわかる！

１３：００～１３：３０ 助成金制度について 

１３：３０～１４：１５ 各種助成金制度の説明 

（特徴・採択事例等） 

１４：１５～１４：３０ 各種融資制度の説明 

            休憩 

１４：４０～１６：００ 個別相談会（各団体１０分程度） 要申込

松江 ９月２４日（水）定員７０名 
島根県民会館 ３０３会議室 

出雲 ９月２５日（木）定員５０名 
出雲合同庁舎６０１会議室 

邑南 ９月２９日（月）定員５０名 
邑南町 矢上公民館多目的ホール 

益田 １０月１日（水）定員５０名 
益田市 市民学習センター 

研修室２０２・２０３ 

浜田 １０月２日（木）定員５０名 
浜田市 いわみぷらっと会議室１・２

隠岐 １０月６日（月）定員３０名 
隠岐の島町 隠岐支庁大会議室Ｂ 

参加費
無料 

地域のために、社会のために、
こんな事業がやりたい。 
そんな想いに応える助成金制度
の合同説明会・個別相談会です。
はじめに助成金とは・・・から
解説します。助成制度の基本が
お知りになりたい方も良い機会
ですので、お近くの会場にぜひ
お出かけください。 
また、融資制度も併せてご紹介
します。お待ちしています！ 

松江・出雲会場    ９月１６日（火）

邑南・益田・浜田会場 ９月２４日（水）

隠岐会場       １０月１日（水）

会場・日にち・定員 

申込締切 

スケジュール（全会場共通） 

平成２５年度NPO法人白書掲載中 

県内NPOのすがたが見えてきます。ぜひご覧ください。

ポータルサイト「だんだん」 ⇒ http://shimane.canpan.info/

Web からも
申込受付可



  

           

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『島根で頑張る人』は県内で活動する人にスポットを当て、考え

方や経験から団体活動に迫るコーナーです。 

スタッフの「学び」も兼ねて取材させていただいています。 

団体の今までの活動

Ｈ２４年４月尾原ダム周辺地域
の振興策をまとめる組織として
設立。まちづくりや社会教育の
推進、スポーツ振興、環境保全
を図る事業等の活動を行う。 
今後は、平日でも人が訪れるよ
うな仕組みをと、カヌースクール
を考案中。 
http://www.sakura-orochi.jp/ 

逆転の発想で新たな改革！ 

〒697-0034 

浜田市相生町1391-8 シティパルク浜田2階 

石見産業支援センター「いわみぷらっと」内 

TEL (0855)25-1600  FAX (0855)25-1630 

E-mail： iwami@teiju.or.jp 

石見 
事務所

 

 

 

 

 

〒690-0003  

松江市朝日町478-18 松江テルサ３階 

TEL (0852)28-0690  FAX (0852) 28-0692 

E-mail： shimane@teiju.or.jp 

 

松江 
事務局 

NPO法人さくらおろち  

理事長 土山 幸延 さん

【Ｈ２６．６．３０】 

■県内ＮＰＯ法人数 ２７１ 

（内 認定 NPＯ法人数 ４、仮認定 NPO 法人数 ２) 

■新設ＮＰＯ法人数 ０ ■解散ＮＰＯ法人数 １ （H２６.６月分）  
■しまね社会貢献基金登録団体数 ５３ 

■だんだん認証レベル取得団体数 ３６ （内 レベル２ ２７) 

 （しまね県民活動支援センター） 

書籍「里山資本主義」の文中に、「高齢者」とは呼ば
ず、「光齢者」「人生いっぱい経験して輝ける年齢に達し
たひと」「生きる名人」という表現があり、上記掲載の
島根で頑張る人で取材した「ＮＰＯ法人さくらおろち」
さんの言葉と重なるものがありました。さくらおろちさ
んが主催の田舎暮らし体験イベントの願いの一つでも
ある、「古くから地域で暮らして来られた、古老の人と
話す機会を」の重要性を再認識し、次世代に伝えていく
ためにも、直接話を聞く機会を積極的に持っていきたい
と思います。                （Ｔ）

雲南市掛合町出身。同市三刀屋
町在住。高校卒業後、掛合町役
場に４０年間勤務し H２２年から
「尾原ダム地域づくり推進連絡協
議会」の職員として携わる。 
Ｈ２４年４月「ＮＰＯ法人さくらおろち」設
立の翌年に理事となり、今年度から２代
目の理事長に就任。 

新着図書情報 

実例でよくわかる！ 

人が集まるチラシの作り方（坂田 静香著） 

雲南市と奥出雲町にまたがる尾
原ダム（さくらおろち湖 ）周辺の
地域を活性化させようと「ＮＰＯ
法人さくらおろち」は設立された。
ダム環境やその周辺の資源を活か
したイベントは年間約６０にもお
よび、平成 27 年には約 1300 人の
選手が集う全日本マスターズレガ
ッタ、翌 28 年には全国高校総体の
ボート会場にもなるビッグイベン
トを控え、ここ数年で更に多くの
人が訪れることが予想される。 
こうした中、土山理事長をはじ

めさくらおろちのメンバーはある
問題に目を向けた。それは、イベ
ント開催で一時的に多くの集客が
できても地域に人が留まらないと
いうことだ。周辺には宿泊施設の
選択肢が少ないこともあり県外者
の宿泊が少なく、ゆっくりと滞在
してもらい地域の素晴らしさを知
ってもらうことができていない。 
また、この地域は人口の流出、

高齢化、耕作放棄地や空き家の増
加など課題も多い。住民が安心し
て住み続けるには、若者の力や移
住者を巻き込んだまちづくりが求
められるが、これまでのように一 

お知らせ 

チラシの工夫ひとつで集客力に差が出る！ 

数々の講座を定員オーバーにしてきたカリスマ 

プランナー直伝のテクニックを大公開！ 

時的な集客だけでは持続可能な
地域づくりに結びつかないことに気
がついたのだ。 
現在、多くの人を呼び込むイベ

ントを中心とした活動を続けな
がら次の段階へ進み始めている。
それが田舎暮らしの体験イベン
トの開催、そして農家民泊だ。「宿
泊する場所が無ければ、元々地域
にある資源でつくりだそう」とい
う逆転の発想だ。県内で民泊を取
り入れた定住対策は近年拡がり
つつあり、成果が出ている地域も
見られる。さくらおろちも昨年、
６つの団体でつくる「さくらおろ
ち田舎ツーリズム協議会」を立ち
上げ、民泊体験ができる環境整備
を進めている。 
これまでの活動でも確かな手

ごたえを得てきたものの、根底に
残されてきた課題解決のために
一歩一歩新たな活動を展開して
いるさくらおろち。一度県外へ出
た若者たちも故郷へ戻りたくな
るようなまちづくりを進め、そし
て、地域の暮らしや美しい里山を
後世まで引き継ぐために、さくら
おろちの活動は続く。   （Ｔ）

お花見レガッタの様子 
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